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【請願の趣旨】 

  すべての子どもたちにゆきとどいた教育を保障するために、教育環境向上

や教育費負担の軽減は保護者の切実な要求です。現在、学校給食は子どもた

ちの成長に不可欠な栄養を提供する重要な役割を担っています。しかしなが

ら、保護者が負担する給食費は家庭の経済状況に直接影響を与えるものであ

り、特に経済的に困難な状況にある家庭にとっては大きな負担となっていま

す。 

  文部科学省が実施した「学校給食費の無償化を実施する各教育委員会にお

ける取組の実態調査」（令和５年９月１日現在）によれば、全国の３割にあ

たる 547 の自治体が学校給食費を完全に無償化しています。また、何らかの

形で給食費を無償化している自治体の数は 775 に達し、全体の約 43％が無償

化を実施していることが報告されています。 

  その政策目的は「保護者の経済的負担の軽減、子育て支援（児童・生徒が

いる家庭の支援）」が最も多く、また、その成果として「（保護者の）経済的

負担の軽減、安心して子育てできる環境の享受」があったことが記されてい

ます。 

  文部科学省の調査に基づくこれらのデータは、各自治体が独自の取り組み

として無償化を進めている現状を反映しています。このような現状を踏まえ、

城陽市においても学校給食費を完全に無償化していただきたいと考えます。 

 

【請願の内容】 

城陽市立小・中学校で、全ての児童・生徒の学校給食費を全額無償にして

ください。 

 

【請願の理由】 

１．家庭の経済的負担軽減 

  給食費は年間で一定の額がかかるため、複数の子どもを抱える家庭や低

所得世帯にとっては大きな負担となります。学校給食費の無償化は、こう

した家庭への支援となり、子どもたちが健全に成長するための基盤となり

ます。 

 

２．教育の平等性の確保 

  家庭の経済状況にかかわらず、すべての子どもが等しく教育を受けられ

る ようにするためには、給食も含めた教育環境の平等性を確保する必要

があります。学校給食費の無償化は、この平等性を担保し、いじめや差別

の原因ともなりうる経済格差を減少させる効果も期待できます。 

 

３．少子化対策・子育て支援の充実 

  城陽市の人口は 2000 年以降減少しており、今後も少子高齢化の影響で人

口減少が続くと予測されています。学校給食費の無償化は、子育て世帯へ

の経済的支援を充実させることで、子どもを持つことに対する経済的な不



安を軽減し、出生率の向上を下支えする効果が期待されます。 

 また、学校給食費の無償化は、子育て世帯にとって魅力的な政策であり、

子育て世代の移住や定住を促し、城陽市の人口増加や維持に貢献すること

も期待できます。 

 

【結びに】 

  以上の理由から、私たちは城陽市において、全ての児童・生徒を対象とし

た学校給食費の全額無償化を早急に実現していただきたく、ここに請願いた

します。本請願に対して前向きな対応を検討していただけることを、心より

お願い申し上げます。 


